
令和7年度 高度医療人材養成拠点形成事業 

 S・A（ｽﾁｭｰﾃﾞﾝﾄ・ｱｼｽﾀﾝﾄ）採用者一覧        R8.3.31現在

1 顕微解剖学 ・細胞競合においての、ＡＴＰ産生量・ＥＲＫ活性の変化と細胞の排除の仕組みの関係 1

2 遺伝情報医学
・日本人特有のGGGGCCリピートの発見
・筋萎縮性側索硬化症(ALS)におけるTDP-43の異常凝集メカニズムの解明
・筋萎縮性側索硬化症(ALS)における凝集体形成促進因子の同定

3

3 薬理学 ・糖尿病性腎臓病（DKD）の病態と漢方薬の治療効果の解明 1

4 細胞生物学
・細胞の上皮極性の形成と崩壊の仕組み、エクソソームなどの細胞外シグナルとの関連
・人工細胞の作製、リポソームの形態変化
・細胞ー細胞間の接着構造、細胞ー基質間の接着構造の形成とアクチン細胞骨格の構築との関係

3

5 分子病理学
・重症筋無力症の発症メカニズム
・機械学習による画像解析の導入、プログラミング言語を用いたバイオインフォマティクスとの統合解析研究

2

6 疾患病理学
・代謝障害関連脂肪肝炎の病態解明
・気管支喘息マウスモデルを用いた好酸球Etosisのアレルギー炎症への影響
・手術切除されたB型肝炎関連肝癌におけるD型肝炎ウイルス感染の実態調査に関する研究

3

7 生体防御医学 ・シェーグレン症候群が発症しているマウス唾液腺でのCD8陽性T細胞の機能や局在 1

8 微生物病原学

・HIV-1広域中和抗体誘導用の免疫原の構築やHIV-1粒子へのEnv取り込み機構の解析
・HIV-1粒子へのエンベロープタンパク質の取り込み機構に関する解析
・クローニングで関わったHIV-1粒子へのエンベロープタンパク質の取り込み機構に関する実験
・タンパク質発現ベクター等のクローニングやタンパク質発現・精製

4

9
メディカルAI

データサイエンス

・大豆とがん罹患との関連
・KCNQ1遺伝子多型を考慮したコーヒー摂取および栄養素パターンと高血糖との関係
・老化に関する研究およびBreast Cancer Wisconsin Datasetを用いた腫瘍分類モデルを希少がんへと拡張する可能性
・プログラミング言語を柔軟に選択・活用し、複雑なパターンや非線形な潜在関係についての研究
・食事酸負荷と循環器疾患罹患
・食事酸負荷と死亡率
・コーヒー摂取、遺伝子多型、腎機能

5

10 血液・内分泌代謝内科学
・骨髄腫の新規治療法の開発に関する基礎研究
・造血器腫瘍に対する治療において、新たな視点からの免疫療法

2

11 呼吸器・膠原病内科学
・胸部悪性腫瘍に対する新規免疫治療開発研究
・CD80を標的とした新規ｔｓDMARDの開発
・がん免疫療法治療耐性を誘導する細胞外基質成分の同定

3

12 臨床神経科学
・遺伝性ジストニアの新規症例
・ジストニア遺伝学的解析
・筋萎縮性側索硬化症（ALS）の原因となる異常リピート伸長の同定

3

13 放射線医学

・神経難病を対象とした医用画像におけるAI解析
・スマートIOTやAIを使用したチェアラブルデバイスの開発
・医用AI開発を支援を実現するマルチモーダルAIプラットフォームの構築
・高いpH感受性を持つGd造影剤開発のための基本的検討
・アミロイドPETとしてQPM−MRI技術を使用した深層学習分類アルゴリズムの開発

5

14 臨床薬理学
・薬剤誘発性大動脈解離易発症モデルマウス」を用いた研究
・抗がん剤による末梢神経障害の克服を目指した既承認薬の応用研究
・抗がん剤の有害事象プロファイルおよびリスク因子の解明

3

15 泌尿器科学

・希少・難治性疾患「血管肉腫」に対する新規治療法開発研究
・ディープラーニングを用いた腎孟尿管癌の深達度のCT画像診断モデルの確立
・ライフスタイルと精液所見の関係
・ディープラーニングを用いた医用画像診断モデルの確立
・LEDを用いた男性不妊治療研究

6

16 脳神経外科学
・ラット脳動脈瘤モデルの遺伝子解析
・脳動脈瘤モデルラットを用いた基礎研究

2

17 形成外科学
・人工血管付加による血管柄付き脂肪弁の開発
・ケロイド由来線維芽細胞におけるミトコンドリア機能と形態の検討

1

18 先端脳機能研究開発分野 ・脳深部刺激療法のパーキンソン病患者のLocal Field Potentialと日々の運動量の関係 1

19 神経変性病態学 ・プリオン病の病態解明の研究 1

50計
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